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米沢市農業委員会

　

今
春
か
ら
親
元
就
農
を
さ
れ
た
佐
藤
美
寛（
ミ
ヒ
ロ
）

さ
ん
�
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

東
京
農
業
大
学
を
卒
業
さ
れ
、
窪
田
地
区
下
矢
野
目

で
祖
父
の
正
一
さ
ん
、
父
の
恭
寛
さ
ん
が
営
む
水
稲
栽

培
農
家
に
加
わ
り
、
親
子
三
代
で
の
農
業
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

美
寛
さ
ん
は
、
卒
業
後
自
宅
に
戻
る
な
り
、
作
付
け

面
積
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
準
備
作
業
を
開
始
。
苗
箱
準
備

か
ら
育
苗
管
理
、
田
植
え
ま
で
一
連
の
春
作
業
を
全
て

実
施
し
た
の
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
操
作
も
習
得
し
た
の
で
、
今
後
は
、
水
田

の
防
除
作
業
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。
将
来
的
に
農

業
法
人
を
設
立
し
、
水
稲
の
栽
培
面
積
を
50
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
拡
大
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
沢
山
の
方
々
と

の
交
流
、
体
験
、
経
験
を
積
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

意
欲
あ
る
将
来
の
展
望
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

就
農
さ
れ
る
若
手
が
少
な
く
な
る
昨
今
、
地
域
農
業

の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
、
美
寛
さ
ん
の
今
後
の
活
躍

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。【
農
業
委
員　

田
代
曻
一
】
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農
水
副
大
臣
に
要
請
書
を
提
出

新規就農者認定書交付式の様子

　

４
月
20
日
、
山
形
県
農
業
会
議
五
十
嵐
会
長
と
と
も

に
同
会
議
の
副
会
長
を
務
め
る
伊
藤
会
長
が
上
京
し
、

県
選
出
の
鈴
木
憲
和
・
加
藤
鮎
子
両
衆
議
院
議
員
同
席

の
も
と
、
農
水
省
に
お
い
て
武
部
農
水
副
大
臣
に
「
農

業
・
農
地
政
策
の
充
実
に
関
す
る
要
請
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

要
請
書
で
は
、
２
０
２
６
年
度
ま
で
の
今
後
５
年
間

に
、稲
作
用
に
一
度
も
水
張
り
を
行
わ
な
い
農
地
を「
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
の
対
象
か
ら
除
外
す
る

政
府
の
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
県
の
水
田
農

業
経
営
が
一
層
厳
し
く
な
る
と
指
摘
し
、
そ
の
上
で
、

地
域
の
実
情
や
課
題
を
十
分
に
踏
ま
え
た
丁
寧
な
説
明

を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
水
田
を
畑
地
化
し
た
場
合
、
条

件
が
不
利
な
中
山
間
地
で
も
農
業
者
の
所
得
が
確
保
さ

れ
再
生
産

が
可
能
と

な
る
よ
う
、

農
業
全
体

の
視
点
に

立
っ
た
持

続
可
能
な

対
策
を
講

じ
る
こ
と

な
ど
を
要

請
し
ま
し

た
。

　

農
業
後
継
者
対
策
と
し
て
、
農
家
以
外
か
ら
の

新
規
就
農
者
の
促
進
及
び
新
規
就
農
者
が
就
農
地

の
選
定
に
当
た
り
、
本
市
を
選
定
す
る
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
、
農
業
新
規
参
入
促
進
報
奨
金
制
度

を
新
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
長
年
他
産
業
に
従
事
さ
れ
て
い
た
長

沢
章
広
さ
ん
（
49
）
が
新
規
就
農
者
に
認
定
さ
れ
、

「
新
規
就
農
者
認
定
書
交
付
式
」
の
席
上
、
伊
藤

会
長
か
ら
新
規
就
農
認
定
書
と
と
も
に
制
度
第
１

号
と
な
る
報
奨
金
を
お
渡
し
し
、
農
業
委
員
全
員

で
激
励
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
会
長
か
ら
認
定
書
と
報
奨
金
が
手
渡
さ

農
業
新
規
参
入
促
進
報
奨
金
制
度
を
新
設

れ
、
長
沢
さ
ん
は
「
以
前
か
ら
果
樹
や
野
菜
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
知
り
合
い
か
ら

さ
く
ら
ん
ぼ
畑
を
お
借
り
す
る
こ
と
に
な
り
、
就

農
を
決
意
し
ま
し
た
。
農
業
の
難
し
さ
を
感
じ
る

一
方
で
、
皆
様
の
協
力
も
あ
り
、
農
業
の
楽
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
毎
日
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

　

米
沢
市
農
業
委
員
会
新
規
就
農
申
請
者
取
扱
基

準
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
新
規
就
農
者
と
認
定
さ

れ
た
者
。
た
だ
し
、
認
定
時
の
年
齢
が
満
50
歳
未

満
で
、
か
つ
本
市
に
住
所
を
有
す
る
者
に
限
る
。

◆
報
奨
金
の
額

　

一
人
当
た
り
５
万
円（
新
規
就
農
時
１
回
限
り
）

　
　
　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

相
田
市
三
郎
】

新規就農者の長沢章広さん

要請書提出の様子
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◆加入の条件は３つ

◆大きなメリットは６つ

①国民年金１号被保険者
　＊ただし、付加年金（400円）に
　　加入しなければなりません。
②年間60日以上農業従事
③60歳未満

①積立方式で安心
　加入・脱退は自由
　保険料は全額社会保険料控除
④保険料はいつでも変更できる
⑤農業の担い手（40才未満）には
　保険料補助
⑥終身年金80歳までの死亡一時金あり

　農家の経営に役立つ！
農政・農業・農村の動き、
問題をタイムリーに !！

　お申込み
農業委員・推進委員または

農業委員会事務局へ
℡ 22 − 5111  内線 5602

＊月４回金曜日発行
＊講読料１ケ月700円

〜農業者のための年金制度〜 農業者年金
◎興味を持たれた方、詳しく聞いてみよ

うと思われた方は、農業委員会にお問
い合わせください。

貯金のつも
りで農業者
年金に加入
してみよう
かな！

　自分の積み立てた
お金が、個人年金違っと
て、加入期間に関わらず
 終身年金でもらえ
　るっていいよね

～ 申請方法はさまざま ～

マイナンバーカード
お持ちで

すか？
お持ちで

すか？
お持ちで

すか？

マイナンバーカードマイナンバーカード
～ 申請方法はさまざま ～～ 申請方法はさまざま ～

【問合せ】
市民課記録担当
TEL　22-5111
内線　3108

※1 マイナポイントの申込後、選択したキャッシュレス決済サービスでチャージ又はお買い物をする必要があります。
※2 マイナンバーカードを既に取得した方のうち、マイナポイント第１弾に未申込み者も含みます。
※3 健康保険証利用申込み情報や公金受取口座登録情報を確認後、マイナポイント申込で選択した決済サービスに
　　ポイントが付与されます。

どの方法でも本人確認のため１回来庁いただきます。
カードは申請から１か月半～２か月かかります。

 

<申請の際に必要な持ち物>
・通知カード　
・運転免許証もしくは健康保険証 + 生年月日の入った診察券
　※通知カードがなくても、運転免許証 + 保険証でOKです。

 
  

   

市役所で申請 → カードはご自宅へ郵送   
 

～自宅でらくらく～スマートフォンで申請 郵便申請 パソコン

◆市役所での申請・受け取りも可能です。申請の際は、必ず本人確認書類をお持ちください。

マイナポイント第2弾

マイナポイントを受け取るために必要なマイナンバーカードの申請期限は、９月末までとなり
ますので、早めの申請がおすすめです。お好きなキャッシュレス決済サービスで使えます。

マイナンバーカードの
新規取得等で
５，０００円分

※1.2

健康保険証としての
利用申込みで
７，５００円分

※３

公金受取口座
の登録で

７，５００円分
※３

・本人確認書類になる！
・健康保険証として！
・コンビニ等で各種証明書が取得できる！
・新型コロナワクチンの接種証明書[電子版]として
　活用！
・行政手続きや民間のサービスでも使える！

マイナンバーカードは、これからのデジタル社会
のパスポート！

暮らしをベンリに、行政をスマートに。

ぜひマイナンバーカードを作ってみませんか？



　

６
月
３
日
午
前
11
時
頃
、
米
沢
市
西
側
の
、

舘
山
矢
子
町
、古
志
田
町
、遠
山
町
の
農
地
約
50

ha
に
降
ひ
ょ
う
が
あ
り
、
主
に
、
り
ん
ご
、
ラ

フ
ラ
ン
ス
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害
に

あ
っ
た
農
家
の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
凍
霜
に
よ
る
被
害
が
あ
り
果
樹
農
家

に
と
っ
て
は
大
打
撃
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
手
塩
に
か
け
て
育
て
て
き
た
作
物
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
が
少
し
で
も
軽
減
さ
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
収
穫
に
入
る
、
り
ん
ご
、
ラ
フ

ラ
ン
ス
等
の
被
害
果
実
を
「
わ
け
あ
り
商
品
」

と
し
て
少
し
で
も
生
産
者
の
所
得
に
つ
な
が
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
消
費
者
の
理
解
を
得
な
が

ら
、行
政
、

農
協
、
関

係
機
関
と

連
携
し
て

実
施
し
て

い
か
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
と
思

い
ま
す
。

　
【
農
業

委
員　

佐

藤
利
夫
】
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降
ひ
ょ
う
被
害
に

　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　

平
成
21
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ

マ
「
天
地
人
」
が
放
送
さ
れ
、
米
沢

市
を
訪
れ
る
観
光
客
が
増
え
る
こ
と

を
考
え
、
ド
ラ
マ
の
主
役
直
江
兼
続

ゆ
か
り
の
「
直
江
石
堤
」
の
あ
る
山

上
地
区
で
は
、
米
沢
を
訪
れ
た
人
た

ち
に
、
山
形
県
で
昔
か
ら
栽
培
が
盛

ん
だ
っ
た
紅
花
を
見
て
い
た
だ
こ
う

と
、鈴
木
彰
一
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、

石
堤
近
く
の
海
老
ヶ
沢
公
園
向
か
い

の
河
原
で
た
く
さ
ん
の
紅
花
を
栽
培

し
ま
し
た
。

　

山
上
地
区
は
、
山
形
方
面
へ
向
か

う
新
幹
線
の
乗
客
が
米
沢
市
で
最
初

に
目
に
す
る
地
区
で
す
。
次
の
年
か

ら
は
、
新
幹
線
の
沿
線
の
農
地
へ
地

区
の
農
家
が
関
根
地
区
の
児
童
と
一

地
域
で
始
め
た
紅
花
栽
培
か
ら
紅
花
祭
り
へ

緒
に
紅
花
を
植
え
、
そ
の
活
動
を
継

続
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
夏
の
山
上

地
区
の
紅
花
栽
培
は
米
沢
の
訪
れ
た

い
場
所
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
長
が
本
市
を
紅
花
生
産
日
本
一

の
市
に
す
る
と
宣
言
の
あ
っ
た
令
和

３
年
か
ら
は
、
山
形
大
学
・
米
沢
栄

養
大
学
・
米
沢
女
子
短
期
大
学
の
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
加
わ
り
、
市
内

の
小
学
校
で
も
紅
花
の
学
習
が
取
り

入
れ
ら
れ
、
紅
花
栽
培
が
、
地
域
の

活
動
か
ら
、
市
全
体
の
若
い
人
た
ち

を
巻
き
込
ん
で
の
活
動
へ
と
広
が
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
最
上
川
源
流
よ
ね

ざ
わ
紅
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議

会
が
設
立
さ
れ
、
米
沢
市
内
に
紅
花

を
栽
培
す
る
場
所
を
増
や
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
学
生
達
が
管
理
す
る
紅

花
畑
も
作
り
、
紅
花
祭
り
の
開
催
を

は
じ
め
、
学
校
教
育
に
紅
花
が
取
り

入
れ
ら
れ
、
紅
花
商
品
、
紅
花
料
理

も
開
発
さ
れ
、
地
域
で
始
め
た
活
動

が
広
が
り
、
大
き
く
羽
ば
た
く
年
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
【
農
業
委
員　

我
彦
正
福
】

傷ついたりんご

看板設置の様子

満開の紅花と関根地区の児童



学 ぶ「 鳥 獣 被 害 対 策 」
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農
作
物
へ
の
熊
・
サ
ル
の
被
害
は

も
と
よ
り
、
近
年
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ

の
被
害
も
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と

が
、
今
年
度
最
初
の
農
業
委
員
会
の

定
例
総
会
で
話
題
と
な
り
、
６
月
７

日
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
の
研

修
会
が
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
野
生
動
物
研
究
所
ネ
イ
チ
ャ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
代
表
の
古
谷
益
朗
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
共
通
認
識
で
守

る
！
地
域
の
鳥
獣
対
策
」
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

間
違
っ
た
知
識
で
、
個
々
の
農
家

が
鳥
獣
対
策
を
行
っ
て
も
効
果
は
得

ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
農
地
が
鳥
獣
の

居
心
地
の
良
い
餌
場
と
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鳥
獣
の
特
性

を
知
り
、
電
気
柵
等
で
餌
場
と
な
る

田
畑
へ
の
侵
入
を
辛
い
も
の
と
思
わ

せ
、
そ
の
周
り
の
草
刈
り
を
行
い
鳥

獣
に
と
っ
て
安
心
な
隠
れ

場
所
を
な
く
す
な
ど
、
こ

れ
ら
の
対
策
を
整
え
た
う

え
で
の
捕
獲
が
効
果
的

で
、
地
域
全
体
で
計
画
的

に
対
策
を
行
う
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

米
沢
市
内
で
も
、
山
上

地
区
は
、
８
年
前
か
ら
古

谷
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
、
電
気
柵
の
設

置
、
収
穫
し
な
く
な
っ
た
柿
の
木
・
栗

の
木
の
切
り
倒
し
な
ど
、
地
域
で
鳥
獣

対
策
を
進
め
、
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
・
熊

の
被
害
が
激
減
し
て
い
ま
す
。
初
め
は

数
軒
の
農
家
で
行
っ
て
い
た
春
の
電
気

柵
の
設
置
と
秋
の
取
り
外
し
作
業
も
、

声
掛
け
や
勉
強
会
を
行
い
、
少
し
ず
つ

地
域
の
農
家
に
電
気
柵
の
効
果
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
現
在
、
地
域
全

体
が
協
力
し
合
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

冬
期
間
の
柿
の
木
・
栗
の
木
の
切
り
倒

し
作
業
も
地
域
内
で
組
織
を
立
ち
上
げ

た
と
こ
ろ
、
切
り
倒
し
の
依
頼
も
増

え
、
サ
ル
の
エ
サ
と
な
る
実
の
な
る
柿

の
木
・
栗
の
木
が
少
な
く
な
り
、
鳥
獣

の
住
み
づ
ら
い
地
域
を
住
民
が
力
を
合

わ
せ
て
実
現
し
て
い
る
鳥
獣
被
害
対
策

実
践
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
り
そ
う
で

す
。

　

最
後
に
古
谷
氏
は
、
鳥
獣
被
害
対
策

は
地
域
で
共
通
の
認
識
を
持
っ
て
進
め

る
こ
と
、
ま
た
、
成
功
し
た
鳥
獣
被
害

対
策
を
継
続
す
る
た
め
に
担
い
手
を
育

成
し
て
い
く
こ
と
が
、
持
続
的
な
農
業

を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
必
要
で
あ
る

と
お
話
を
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
【
農
業
委
員　

樋
渡
由
美
】

切り倒し作業の様子

ボランティアの学生と柿の皮むき柿の収穫後に記念撮影

防獣ネットの設置の様子
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出逢いの機会づくり応援委員会
　本会は、市内各地から選出され、地域に精通した17名の委員で組織し、出逢いの機会づくり
と成婚につながる活動を行っています。
　人生で培った経験で若者の心に寄り添いながら、地域課題である少子化と人口減少対策に寄与
するため、婚姻率が向上する活動を推進し、地域の振興に貢献することを目的としています。
　毎月委員会を開催して情報交換しながらお見合いの設定やイベントの開催を行っています。一
人ひとりにあった出逢いの場を提供し、成婚につながるアドバイスやサポートを心がけて幸せな
結婚への後押しをしています。
　まずは一歩踏み出しましょう！お気軽に
当委員会にご登録ください。

農地流動化促進事業費補助金について
　米沢市では、認定農業者の方に農地を面的に集積し、土地利用型農業の生産性の向上や優良農地の保全・
確保を図るため、農地流動化促進事業費補助金（以下補助金）を交付しています。
　この度、補助金の交付要件の見直しを行い、新たな認定農業者の方に農地の再集積を図っていきます。

【交付要件の見直し】
　今までは一つの農地に対して１回限りの補助でした。後継者不足から補助金を活用して集積した農地を新
たな農業者に再集積する必要性があるため、一定の要件のもと、２回目以降も補助することで農地の集積を
後押しします。

既存の交付要件 追加される交付要件

〇交付要件
・農業経営改善計画書内の田の規模拡大面積が８ha 以上　
　であること
・対象者の田の経営面積が６ha 以上であること
・補助金対象地が周辺の自作、貸借地を含めて 80a 以上
　連坦化すること
・対象地が過去に同補助金の交付を受けていないこと
〇補助金額
・10a あたり 4，000 円
〇交付期間　
・３年間

〇既存の補助金交付要件に加え、令和４年度より拡充さ　　　
　れる交付要件
・農業経営改善計画書内の田の規模拡大面積が 14ha 以　　
　上であること
・対象者の田の経営面積が 11ha 以上であること
・補助金対象地が周辺の自作、貸借地を含めて80a 以上　
　連坦化すること
〇補助金額
・10a あたり 3，000 円
〇交付期間　
・３年間

農業委員会事務局からのお知らせ

　問合せ／地域振興課若者支援担当　22-5111（内線2803）
　　　　　ホームページ　http://yonezawa-machikon.com/

出会いの機会づくり応援委員会の皆さん
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　毎年、８月下旬に農地パトロールを行っていますが、その際に「遊休農地」と判断された農地
については、土地所有者に対して「利用意向調査」を実施することになっています。調査票が届
いた方は回答のご協力をお願いします。
　なお、耕作の有無に関わらず、農地を荒らさないよう適期に草刈等の維持管理をお願いします。

農地の利用状況調査（農地パトロール）について

農地の違反転用にご注意ください
　田や畑を耕作以外の目的で利用するときは、あらかじめ農業委員会から農地転用の許可
を受ける必要があります。許可を受けず事業に着手すると農地法違反となり、工事の中止
や原状回復命令がなされる場合があります。
　なお、事業内容や場所によっては許可を受けられない場合がありますので、計画を進め
る前に農業委員会事務局にご相談ください。

Ｑ：自分が所有する農地でも許可が必要なの？
Ａ：誰が所有する農地でも許可が必要になりま
　　すが、自己所有農地に小規模の農業用施設
　　を建設するときは、許可が不要になる場合
　　があります。
Ｑ：将来何か土地利用する予定なので、許可を受けておくことはできる？
Ａ：許可するには、具体的な事業計画や事業実施の確実性、周辺農地への影響等について
　　確認する必要があるため、許可後すみやかに着工できる状況になってから申請いただ
　　くことになります。

＜こんなときは？（Q＆A）＞＜こんなときは？（Q＆A）＞

問合せ先：農業委員会事務局農地担当　22-5111（内線 5602 ～ 5604）

農地の利用状況調査（農地パトロール）について

＜遊休農地とは？＞
　　１年以上耕作されておらず、かつ、今後も耕作さ
　れる見込みがない農地のことをいいます。また、周
　辺の農地と比較して利用の程度が著しく劣っている
　農地も対象となります。

農地流動化促進事業費補助金、農地の違反転用、農地の利用状況調査に関する問合せ
農業委員会事務局農地担当　22-5111（内線5602 ～ 5604）
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移住新規就農者「山形ノーカーズ」が大躍進
　近年、米沢市に移住して新規就農をする若者が増えてきていま
す。それぞれが夢や目標をもって農業の世界に飛び込んできます
が、日々１人で悪戦苦闘する姿がみられます。そんな中でも明るく
前を向いて頑張っている彼らをみて、何かしら応援したいという
気持ちがわいてきます。今年になって「山形ノーカーズというグ
ループができたんです。」とメンバーの１人が知らせてくれまし
た。聞くと昨年の４月に発足したそうで 互いに助け合いながら 
農業の楽しさを発信し 挑戦していくグループだそうです。
　グループを立ち上げたのは千葉陽平さん(46)。愛媛県出身の
彼は平成16年に移住、その後就農し、そばを中心に生産拡大し
ている頼りになるリーダーです。メンバーは、指導者的な存在で
有機農業を長年取り組み、農地利用最適化推進委員でもある米
沢市の小関恭弘さん(57)、大学時代にゼミ合宿で米沢市を訪れ、
千葉さんと出会い農業を志した埼玉県出身の岡義将さん(25)、
東京で板前経験を持つ南陽市出身の遠藤泰樹さん(36)、千葉県
出身で元消防士の髙橋俊之さん(38)、鹿児島県出身で妻の実家
の米沢市で就農した山澤博文さん(45)、東京でサラリーマンを

　
こ
れ
か
ら
も
農
業
委
員
会
の
活
動
や
地
域
の

様
々
な
状
況
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
い
、
農
家
の

皆
さ
ん
の
為
に
な
れ
る
よ
う
な
広
報
誌
を
目
指

し
、
広
報
委
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　【
広
報
委
員
長
　
我
彦
正
福
】

経て新規就農した南陽市出身の鈴木修さん(40)の７人です。
　活動は、メンバー同士の情報交換や交流を深めることはもちろん、それぞれ生産する作物が異なるため、
繁忙期はお互い作業を手伝い合い、切磋琢磨しながら成長していて、これからの農業にマッチした協働創
造のアイディアが詰まったグループだと感じました。

　今後は、米沢を飛び出し、自分たちの故郷やご縁
のあるところで農業の楽しさを伝えたいとのこと
で、マルシェに出店したり、ホームページを作りネッ
ト販売も開始したり、７人が登場するポスターやチ
ラシも作ったりどんどん活動の場を広げています。
１人ではできないことでも７人集まれば知恵と勇気
がわいてきて挑戦し続ける「山形ノーカーズ」から
目が離せません。
　今回の取材で、若手農業者が希望をもって農業に
取り組めるように応援できることは何かを農業者・
消費者・地域で考えることが大切だと思いました。
　　　　　　　　　　　　【農業委員　鈴木晃子】
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